
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
今
後
の
消
防
体
制
の
課
題
等
に
つ
い
て

稲　

山　

博　

司

一　

消
防
を
取
り
巻
く
今
後
の
環
境
変
化
に
つ
い
て

㈠　

自
治
体
消
防
制
度
七
〇
周
年
に
当
た
っ
て

平
成
三
〇
年
は
、
昭
和
二
三
年
三
月
七
日
に
消
防
組
織
法
が
施
行
さ
れ
て
七
〇
年
の
節
目
の
年
に
当
た
る
。
戦
後
、
わ
が
国
の
行

政
組
織
や
体
制
に
つ
い
て
は
、
民
主
改
革
の
一
環
と
し
て
抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
消
防
近
代
化
に
向
け
た
改
革
と
し
て
、

消
防
組
織
法
の
制
定
に
よ
り
市
町
村
消
防
の
原
則
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
わ
が
国
消
防
体
制
を
考
え
る
う
え
か
ら
も
原

点
と
も
い
う
べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
昭
和
二
三
年
に
は
消
防
行
政
の
業
務
や
規
制
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
消
防
法
が
制
定

さ
れ
、
現
在
に
至
る
消
防
制
度
の
大
き
な
枠
組
み
が
こ
こ
に
定
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
三
八
年
四
月
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
、
救
急
業
務
が
正
式
に
消
防
機
関
の
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、
そ
の
後
の

救
急
需
要
の
増
加
や
高
度
化
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
消
防
機
関
の
主
要
な
業
務
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ
っ

人口減少社会における今後の消防体制の課題等について
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た
。そ

の
後
も
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
を
遂
げ
、
消
防
に
対
す
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
は
質
量
と
も
に
大
幅
に
増
大
し

た
。
こ
れ
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
に
繰
り
返
し
発
生
し
た
地
震
等
の
大
災
害
や
大
事
故
等
も
契
機
と
な
っ
て
、
わ

が
国
の
消
防
防
災
体
制
や
関
連
制
度
は
、
そ
の
つ
ど
充
実
強
化
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
間
の
制
度
や
消
防
防
災
体
制
の
大
き
な
方
向
性
に
つ
い
て
、
的
確
な
評
価
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
定
の
連
続
性

と
断
続
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
平
成
七
年
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
創
設
、
さ
ら
に
は
平
成
一
五
年
六
月
の
消
防
組
織
法
改
正
に
よ
っ
て
、

緊
急
消
防
援
助
隊
が
法
律
上
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
消
防
庁
長
官
に
よ
る
指
示
に
よ
る
派
遣
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
は
、
市
町
村
消
防
の
原
則
の
中
で
の
わ
が
国
の
消
防
制
度
の
歴
史
に
お
い
て
も
画
期
的
な
事
柄
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、
平
成
二

五
年
一
二
月
の
「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
は
、
わ
が
国
消
防
の
歴
史
に
新
た
な

一
ペ
ー
ジ
を
拓
く
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
消
防
防
災
を
取
り
巻
く
大
き
な
環
境
の
変
化
等
を
見
据
え
な
が
ら
、
今
後
の
わ
が
国
の
持
続
可
能
な
消
防

体
制
、
特
に
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
常
備
消
防
本
部
の
組
織
体
制
等
の
課
題
に
絞
っ
て
、
若
干
の
整
理
を
す
る
こ
と
と
し
て
み
た

い
。

㈡　

今
後
の
主
な
環
境
変
化

既
に
わ
が
国
は
人
口
減
少
の
局
面
に
突
入
し
て
お
り
、
今
後
と
も
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
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こ
と
が
、
今
後
の
消
防
体
制
の
あ
り
方
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
社
会
全
体

と
し
て
も
地
域
社
会
の
維
持
や
地
域
活
力
の
強
化
が
特
に
大
き
な
課
題
に
な
る
が
、
消
防
分
野
に
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
と
も
相
ま
っ
て
、
例
え
ば
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
一
層
の
向
上
を
目
指

す
方
向
性
が
一
層
不
可
欠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
公
助
・
共
助
・
自
助
の
適
切
な
役
割
分
担
や
、
消
防
機
関
と
自
主
防
災
組
織

や
住
民
と
の
連
携
強
化
と
い
っ
た
事
柄
も
、
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
災
害
の
多
様
化
、
複
雑
化
が
一
層
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
わ
が
国
は
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
に
囲
ま
れ
、
世
界
の
Ｍ
六

以
上
の
地
震
の
約
二
割
が
発
生
す
る
な
ど
、
世
界
的
な
地
震
国
で
あ
る
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
発

生
確
率
も
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
巨
大
災
害
へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

自
然
環
境
の
変
化
、
と
り
わ
け
最
近
の
わ
が
国
の
降
雨
状
況
は
、
局
地
化
・
激
甚
化
の
傾
向
が
極
め
て
顕
著
で
あ
る
。
一
時
間
に

五
〇
ミ
リ
以
上
の
降
雨
が
発
生
し
た
回
数
は
、
気
象
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
六
年
か
ら
八
五
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
は
、
年

平
均
が
一
七
四
回
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
六
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
は
、
二
三
二
回
と
三
割
程
度
も
増

加
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
非
常
に
強
い
熱
帯
低
気
圧
の
発
生
す
る
回
数
が
増
加
す
る
と
の
予
測

も
あ
る
。
い
つ
ど
こ
で
も
大
き
な
自
然
災
害
が
起
こ
り
う
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
強
く
意
識
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

ま
た
、
高
度
成
長
期
以
降
に
整
備
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
急
速
に
老
朽
化
し
、
今
後
二
〇
年
間
で
建
設
後
五
〇
年
以
上
経
過
す
る
施
設

の
割
合
が
加
速
度
的
に
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
等
の
危
険
物
施
設
で
の
事
故
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
近
年
、
世
界
的
に
テ
ロ
等
に
伴
う
事
案
が
多
発
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
面
か
ら
も
今
後
対
応
す
べ
き
事
案
は
、
複
雑

人口減少社会における今後の消防体制の課題等について
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化
・
多
様
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
で
、
A
I
や
情
報
通
信
技
術
等
の
急
速
な
進
展
が
、
社
会
全
体
に
わ
た
る
今
後
の
わ
が
国
の
変
革
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

消
防
防
災
分
野
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
進
展
を
う
ま
く
取
り
込
み
、
災
害
防
除
や
予
防
行
政
、
住
民
へ
の
情
報
伝
達
な
ど
様
々
な

局
面
に
生
か
し
て
い
く
視
点
も
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
I
C
T
技
術
の
進
展
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
の
利
活
用
の
促
進
に
よ
っ
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
関
す
る
情
報
共
有

の
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
災
害
時
に
お
け
る
住
民
避
難
の
あ
り
方
が
劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
に
も
な
る
し
、
救

急
搬
送
に
つ
い
て
も
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
消
防
職
員
の
技
能
や
経
験
を
A
I
等
の
先
端
技
術
に

活
か
す
こ
と
に
よ
り
、
火
災
現
場
活
動
の
高
度
化
が
容
易
に
実
現
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
科
学
的
知
見
の
進
化
に
よ
り
、

建
物
の
不
燃
化
や
難
燃
化
の
技
術
が
進
展
し
た
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
応
用
技
術
が
確
立
す
れ
ば
、
今
後
の
消
火
活
動
が
よ
り
合
理
化
で
き

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
科
学
技
術
的
側
面
に
お
け
る
著
し
い
進
展
が
い
わ
ば
触
媒
と
な
っ
て
、
わ
が
国
の
消
防
防
災
体
制
に
対
し
て
影
響
を
及

ぼ
す
と
い
っ
た
こ
と
も
多
々
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

二　

消
防
組
織
（
常
備
消
防
機
関
）
の
変
遷
と
現
状

㈠　

常
備
消
防
機
関
の
推
移

戦
後
か
ら
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
消
防
の
歴
史
の
中
で
、
最
も
顕
著
な
変
化
の
ひ
と
つ
が
、
市
町
村
に
お
け
る
常
備
消
防
の
設
置
、
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す
な
わ
ち
常
備
化
の
進
展
で
あ
る
。

昭
和
二
四
年
に
は
、
全
国
で
二
〇
六
本
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
消
防
本
部
数
は
、
図
1
に
示
す
と
お
り
昭
和
四
〇
年
代
に
急
激
に
進

展
し
た
消
防
の
常
備
化
に
よ
り
、
昭
和
五
五
年
に
は
九
〇
六
本
部
に
ま
で
増
加
し
た
。
全
市
町
村
数
に
占
め
る
常
備
消
防
で
あ
る
市

町
村
数
の
割
合
で
み
た
常
備
化
率
に
つ
い
て
も
、
昭
和
四
〇
年
に
は
、
ま
だ
一
七
・
七
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
〇
年
に
は
七

七
・
七
％
、
昭
和
六
〇
年
に
は
既
に
九
一
・
〇
％
、
全
人
口
の
九
八
・
四
％
ま
で
が
常
備
消
防
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

消
防
本
部
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
平
成
三
年
に
ピ
ー
ク
の
九
三
六
本
部
ま
で
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
特
に
一
部
事
務
組
合
方
式
等
に
よ
り
消
防
事
務
を
行
う
市
町
村
が
増
加
し
た
が
、
全
国
的
に
み
る
と
、
一
貫
し
て
大
小

様
々
な
規
模
の
消
防
本
部
が
存
在
す
る
状
態
に
あ
っ
た
。

平
成
六
年
以
降
も
、
消
防
の
広
域
化
の
推
進
や
市
町
村
合
併
の
進
展
と
と
も
に
本
部
数
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
減
少
し
、
平
成
二

九
年
現
在
で
は
全
国
で
七
三
二
本
部
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
非
常
備
の
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
島
し
ょ
地
域
等
の
二
九
市
町
村
の
み

に
限
ら
れ
る
現
状
に
あ
る
。

全
国
七
三
二
消
防
本
部
の
う
ち
、
管
轄
人
口
が
一
〇
万
人
未
満
の
小
規
模
消
防
本
部
が
、
四
三
七
本
部
あ
り
、
こ
れ
が
全
体
の
六

〇
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
模
に
お
け
る
多
様
性
は
、
わ
が
国
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
な
お
小
規
模
な

消
防
本
部
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
い
る
と
い
う
状
況
の
下
で
、
わ
が
国
は
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
と
い
う
こ
と
に
特
に
留
意
が

必
要
で
あ
る
。
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㈡　

消
防
職
員
数
等
の
推
移

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
各
消
防
本
部
の
施
設
や
装
備
等
の
状
況
、
消
防
団
員
等
を
含
め
た
人
的
体
制
な
ど
、
様
々
な
要
素
か
ら

の
総
合
的
な
評
価
と
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
中
核
と
な
る
消
防
本
部
の
人
的
体
制
に
限
っ
て
そ
の
推
移
等
を
み
て
み
た

い
。全

国
の
消
防
職
員
数
は
、
昭
和
四
〇
年
に
は
、
約
四
万
八
千
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
常
備
消
防
の
進
展
等
に
伴
っ
て
、
昭
和
五
〇

年
に
は
、
倍
増
し
て
約
一
〇
万
五
千
人
、
昭
和
六
〇
年
に
は
、
約
一
二
万
九
千
人
と
更
に
大
幅
に
増
加
し
た
。
平
成
二
九
年
現
在
で

は
、
約
一
六
万
四
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
消
防
団
員
数
は
、
消
防
の
常
備
化
の
進
展
や
社
会
全
体
に
お
け
る
被
雇
用
者
の
増
加
等
に
よ
っ
て
徐
々
に
減
少
し
て
き
て

お
り
、
昭
和
四
〇
年
に
は
約
一
三
三
万
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭
和
五
〇
年
に
は
約
一
一
二
万
人
、
昭
和
六
〇
年
に
は
約
一
〇
三
万

人
、
平
成
二
九
年
現
在
で
は
約
八
五
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
地
域
の
防
災
力
を
維
持
強
化
す
る
た
め
に
も
消
防
団
員
の
確
保

は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
様
々
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
方
公
務
員
全
体
の
総
職
員
数
は
、
近
年
の
地
方
団
体
の
行
政
改
革
の
取
組
み
等
に
よ
り
、
平
成
六
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
約
一

六
％
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
消
防
職
員
に
つ
い
て
は
、
救
急
搬
送
の
需
要
の
増
加
等
を
反
映
し
て
約
一
〇
％
増
加

す
る
な
ど
、
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
て
い
る
。
消
防
分
野
は
、
ま
さ
に
人
的
資
源
が
住
民
へ
の
消
防
救
急
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
も

の
で
あ
り
、
職
員
数
の
推
移
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
こ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

㈢　

消
防
活
動
等
の
状
況

消
防
職
員
の
活
動
面
か
ら
の
変
化
を
概
観
し
て
み
る
と
、
平
成
二
八
年
中
に
お
け
る
全
国
の
消
防
職
員
の
出
動
状
況
を
み
る
と
、
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全
体
で
約
九
二
八
万
件
で
あ
り
、
う
ち
救
急
が
約
六
二
一
万
件
（
六
六
・
九
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
予
防
査
察
が
約
七
七
万
件

（
八
・
三
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
救
助
が
約
九
万
件
（
〇
・
九
七
％
）、
火
災
出
動
は
約
四
・
二
万
件
（
〇
・
四
六
％
）
と
な
っ
て
い

る
。こ

れ
を
平
成
元
年
と
比
較
す
れ
ば
、
出
動
件
数
の
総
数
で
は
約
一
・
七
四
倍
に
増
加
し
、
う
ち
救
急
で
は
、
二
・
四
四
倍
に
増
加

し
て
い
る
一
方
、
予
防
査
察
は
、
〇
・
五
七
倍
に
減
少
、
火
災
に
つ
い
て
も
、
〇
・
七
〇
倍
に
減
少
し
て
い
る
。

火
災
の
発
生
件
数
や
死
者
数
は
、
長
期
的
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
火
災
出
動
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
救
急
業
務

の
大
幅
な
増
加
や
高
度
化
が
引
き
続
き
顕
著
な
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
規
模
な
消
防
本
部
ほ
ど
、
火
災
・
救
急
と
も
に
出

動
件
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
特
に
団
体
の
規
模
に
よ
っ
て
救
急
出
動
件
数
に
差
が
み
ら
れ
る
現
状
に
あ
る
。

消
防
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
救
助
活
動
、
風
水
害
等
の
災
害
対
応
、
捜
索
、
演
習
訓
練
等
、
広
範
囲
に
わ
た
る
が
、
と
り

わ
け
救
急
業
務
が
、
出
動
回
数
や
人
員
の
規
模
や
こ
れ
ま
で
の
推
移
か
ら
み
て
、
ひ
と
き
わ
特
殊
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

な
お
、
今
後
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
を
踏
ま
え
る
と
、
事
前
措
置
で
あ
る
予
防
行
政
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
り
、
人
的
体

制
も
含
め
て
そ
の
充
実
強
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
近
年
の
消
防
活
動
か
ら
み
る
と
、
逆
に
予
防
業
務
が
縮
小

傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
火
災
等
の
減
少
傾
向
の
変
化
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
懸
念
も
あ
り
、
特
に
留
意
が
必
要

で
あ
る
。

（
2
）
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三　

人
口
減
少
等
の
影
響
と
消
防
広
域
化
の
推
進
等

㈠　

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
主
な
影
響

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
将
来
推
計
人
口
（
平
成
二
五
年
三
月
）
を
も
と
に
、
消
防
本
部
の
管
轄
人
口
規
模
別
に
今

後
の
動
向
を
推
計
し
て
み
る
と
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
四
〇
年
の
三
〇
年
間
の
減
少
率
は
、
管
轄
人
口
七
〇
万
人
以
上
の
消
防
本

部
で
は
九
％
の
減
少
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
一
〇
万
人
以
上
三
〇
万
人
未
満
の
本
部
（
二
七
年
一
〇
月
現
在
で
二
一
五
本
部
）

で
は
一
九
％
の
減
少
、
三
万
人
未
満
の
本
部
（
二
七
年
四
月
現
在
で
一
四
一
本
部
）
に
お
い
て
は
、
実
に
三
八
％
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
五
年
の
全
国
の
人
口
減
少
率
は
、
二
〇
一
〇
年
と
比
較
し
て
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
管
轄
人
口
三
万

人
未
満
の
本
部
で
は
一
九
％
と
、
三
倍
以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
口
減
少
は
社
会
全
体
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、
消
防
行
政
に
対
し
て
も
、

様
々
な
面
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

ま
ず
、
救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
搬
送
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
一
般
的
で
あ
り
、
と
り
わ
け
後
期
高
齢
者
で
は

搬
送
率
が
急
激
に
高
く
な
る
。
人
口
減
少
の
中
で
も
急
激
な
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
救
急
搬
送
人
員
数
は
、
全
国
で
見
て
二
〇
三

五
年
頃
ま
で
需
要
が
増
加
し
続
け
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
わ
が
国
の
消
防
本
部
の
人
口
規
模
別
の
多
様
性
に
こ
こ
で
も
留
意
が
必
要
と
な
る
。
人
口
三
〇
万
人
以
上
の
大
規
模
な

消
防
本
部
で
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
今
後
と
も
需
要
増
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
一
方
、
小
規
模
な
消
防
本
部
に
な
る
ほ

（
１
）
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ど
、
需
要
増
の
割
合
が
低
く
需
要
の
ピ
ー
ク
も
早
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
管
轄
人
口
五
万
人
以
上
一
〇
万
人

未
満
の
小
規
模
消
防
本
部
に
お
い
て
は
、
二
〇
二
五
年
頃
に
ピ
ー
ク
と
な
り
、
管
轄
人
口
三
万
人
以
上
五
万
人
未
満
の
本
部
に
お
い

て
は
二
〇
二
〇
年
頃
に
ピ
ー
ク
が
来
る
と
見
込
ま
れ
る
。ま
た
、管
轄
人
口
一
万
人
未
満
の
特
に
小
規
模
な
本
部
で
は
、す
で
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
需
要
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
消
防
本
部
の
規
模
に
よ
っ
て
、
今
後
そ
の
時
々
の
課
題
が
一
様
で
な
い
と
と
も
に
、
課
題
等
の
生
じ
る
時
期
に
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
り
、
わ
が
国
全
体
と
し
て
の
対
応
が
複
雑
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
の
絶
対
数
の
増
加
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
三
大
都
市
圏
な
ど
で
は
、
今
後
の
高
齢
者
の
急
増

に
伴
い
、
当
面
の
救
急
搬
送
ニ
ー
ズ
の
大
幅
増
加
や
多
様
化
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
へ
の
対
策
が
急
務
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
質
的
な
変
化
も
見
逃
せ
な
い
。
内
閣
府
の
高
齢
者
白
書
に
よ
れ
ば
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
は
、
二
〇
一
〇
年

の
四
九
八
万
人
か
ら
二
〇
三
五
年
に
は
七
六
二
万
人
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
四
〇
年
に
は
六
五
才
以
上
の

男
性
の
五
人
に
一
人
、
女
性
の
四
人
に
一
人
が
一
人
暮
ら
し
に
な
る
と
い
う
将
来
推
計
も
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、

災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
数
に
つ
い
て
も
大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
た
め
の
対
応
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

人
口
減
少
に
よ
っ
て
市
街
地
等
の
低
密
度
化
が
進
展
す
る
一
方
で
、
街
づ
く
り
に
お
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
み
や
防
火

構
造
の
改
善
を
伴
わ
な
い
場
合
に
は
、
消
防
の
消
火
活
動
の
エ
リ
ア
は
現
状
と
あ
ま
り
変
化
し
な
い
。
救
急
救
助
へ
の
対
応
等
も
考

え
あ
わ
せ
る
と
、
人
口
が
よ
り
低
密
度
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
も
、
即
応
体
制
を
引
き
続
き
確
保
す
る
た
め
の
消
防
体

制
の
確
立
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
で
は
、
既
に
多
く
の
地
域
で
人
口
減
少
や
低
密
度
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
今
後
さ
ら
に
無
居
住
地
域
の
増
加
が
見
込

（
1
）

（
3
）
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ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
一
定
の
消
防
需
要
は
救
急
搬
送
、
火
災
警
戒
等
を
含
め
て
な
く
な
る
こ
と
は
想
定
し
が

た
い
た
め
、
こ
う
し
た
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
即
応
体
制
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
あ
っ
て

も
、
消
防
団
等
の
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡　

消
防
広
域
化
の
推
進

人
口
減
少
が
進
行
す
る
と
と
も
に
人
的
・
財
政
的
な
資
源
が
限
ら
れ
る
一
方
で
、
大
規
模
地
震
や
豪
雨
災
害
、
火
山
災
害
、
テ
ロ

災
害
等
の
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
災
害
に
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
更
な
る
消
防
体
制
の
整
備
・
確
立
が
求

め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
消
防
事
務
の
全
部
の
共
同
処
理
や
事
務
委
託
に
よ
る
「
消
防
の
広
域
化
」
が
推
進
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
平
成
一
八
年
の
消
防
組
織
法
の
改
正
以
降
、
平
成
二
九
年
四
月
現
在
に
お
い
て
、
全
国
五
〇
地
域
で
法
に
基
づ
く
広
域
化

が
実
現
し
た
。

消
防
の
広
域
化
に
は
、
組
織
の
統
合
な
ど
実
現
に
向
け
た
調
整
に
時
間
や
労
力
を
要
す
る
一
方
、
現
に
広
域
化
が
実
現
し
た
消
防

本
部
に
お
い
て
は
、
出
動
区
域
の
見
直
し
等
に
よ
る
現
場
到
着
時
間
の
短
縮
や
初
動
出
動
台
数
の
増
加
な
ど
の
警
防
活
動
上
の
メ

リ
ッ
ト
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
予
防
業
務
の
専
任
化
な
ど
の
人
事
配
置
上
の
メ
リ
ッ
ト
、
高
度
な
消
防
資
機
材
の
計
画
的
な
整

備
や
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備
経
費
の
削
減
な
ど
、
様
々
な
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
す
る
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、
現
状
な
お
小
規
模
本
部
が
多
い
と
い
う
わ
が
国
の
特
質
に
は
基
本
的
に
変
わ
り
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
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全
国
で
急
速
に
人
口
減
少
が
進
み
、
地
域
に
よ
っ
て
は
人
口
の
低
密
度
化
が
著
し
く
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
持
続
可
能
な

消
防
体
制
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
消
防
の
広
域
化
の
必
要
性
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ

う
。消

防
組
織
法
に
基
づ
く
基
本
指
針
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成
三
〇
年
四
月
一
日
を
期
限
と
し
て
広
域
化
が
推
進
さ
れ
て
来
た
が
、
こ

れ
を
平
成
三
六
年
四
月
一
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
都
道
府
県
ご
と
に
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会
の
進
展
を
踏
ま
え
た
姿

を
展
望
す
る
と
と
も
に
、
各
消
防
本
部
に
お
け
る
消
防
力
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
を
分
析
し
つ
つ
、
現
実
的
な
広
域
化
の
推
進
方

策
に
つ
い
て
再
検
討
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
各
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
都
道
府
県
の
取
組
み
も
含
め
て
、
こ
う

し
た
将
来
の
動
向
を
見
据
え
た
真
摯
な
議
論
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

㈢　

消
防
の
連
携
・
協
力
の
推
進　

人
口
減
少
や
災
害
の
多
様
化
等
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
必
要
と
な
る
消
防
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
消
防
体
制
の
あ
り

方
に
関
し
て
、
第
二
八
次
消
防
審
議
会
に
お
い
て
、
平
成
二
九
年
三
月
に
「
消
防
の
広
域
化
及
び
消
防
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
答

申
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
庁
に
お
い
て
は
、
消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
消
防
体
制
の
整
備
・
確
立
に
向
け
て
最
も
有
効
な
も
の
と
し

て
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
広
域
化
に
は
な
お
時
間
を
要
す
る
地
域
に
お
い
て
も
消
防
力
を
強
化
し
て
い
く
た
め
、
事
務
の
一
部

を
柔
軟
に
連
携
・
協
力
を
行
う
「
消
防
の
連
携
・
協
力
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
国
に
お
い
て
は
基
本
的
な
指
針
等
を
示
す

と
と
も
に
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
の
六
年
間
を
推
進
期
間
と
し
て
、
消
防
の
連
携
・
協
力
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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具
体
的
に
は
、
指
令
の
共
同
運
用
に
よ
る
災
害
情
報
の
一
元
的
な
把
握
と
効
果
的
な
応
援
体
制
の
確
立
、
消
防
用
車
両
の
共
同
整

備
に
よ
る
整
備
経
費
の
効
率
化
や
高
度
な
車
両
の
配
置
、
境
界
付
近
に
お
け
る
消
防
署
所
の
共
同
設
置
に
よ
る
効
果
的
効
率
的
な
消

防
力
の
確
保
、
高
度
・
専
門
的
な
違
反
処
理
や
特
殊
な
火
災
原
因
調
査
等
の
予
防
業
務
に
お
け
る
消
防
の
連
携
・
協
力
、
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

消
防
広
域
化
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
地
域
の
実
情
と
業
務
の
性
質
に
応
じ
た
具
体
的
な
手
法
を
柔
軟
に
選
択
し
、
消
防
機

関
間
の
連
携
・
協
力
が
一
層
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

㈣　

将
来
的
な
消
防
体
制
等
の
多
様
化

わ
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
人
口
増
加
や
社
会
経
済
環
境
の
発
展
・
変
化
の
過
程
に
お
い
て
は
、
消
防
を
取
り
巻
く
諸
制
度
や
そ
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
基
準
や
枠
組
み
に
沿
っ
て
消
防
業
務
の
執
行
体
制
を
確
保
す
る
方
向
で
の
取
組
み
が
基
本
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
こ
と
が
消
防
需
要
の
増
加
や
様
々
な
国
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
的
確
な
業
務
の
執
行
に
お
い
て
よ
り
効
果
的
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
基
本
的
に
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
少
し
長
い
目
で
今
後
の
動
向
を
展
望
し
た
場
合
に
は
、
人
口
減
少
社
会
が
大
き
く
進
展
し
、
し
か
も
地

域
的
に
そ
の
進
捗
状
況
が
多
様
な
社
会
構
造
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
確
保
す
る
た
め

に
は
、
各
消
防
本
部
が
よ
り
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
形
で
業
務
執
行
体
制
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
消
防
関
係
制
度
や
消
防
業
務
の
具
体
的
な
執
行
体
制
に
つ
い
て
も
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
将
来
的
な
大

き
な
方
向
と
し
て
は
、
基
準
の
緩
和
な
ど
の
多
様
性
を
許
容
す
る
方
向
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
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と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
消
防
団
等
を
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
発
揮
が
併
せ
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
消
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
救
急
や
火
災
出
動
な
ど
、
い
か
に
頻
度
が
低
く
な
っ
て
も
、
即
応
で
き
る

体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
地
域
の
中
核
的
な
消
防
本
部
や
場
合
に
よ
っ
て
は
都
道
府
県
に
お
け
る

補
完
的
な
役
割
の
発
揮
な
ど
、
従
来
と
は
異
な
る
仕
組
み
を
伴
う
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
対
応
方
策
で
あ
れ
、
そ
の
具
体
化
に
は
極
め
て
困
難
な
課
題
を
伴
う
こ
と
が
容
易
に
予
想
さ
れ
る
。

今
後
の
わ
が
国
の
環
境
変
化
の
具
体
的
な
進
捗
状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
消
防
関
係
者
に
お
け
る
柔
軟
な
発
想
と
大
胆
な
実
行

力
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

四　

人
的
資
源
の
高
度
化

火
災
出
動
や
救
助
、
救
急
な
ど
住
民
の
安
全
確
保
に
直
結
す
る
業
務
を
担
う
消
防
分
野
に
お
い
て
は
、
人
的
資
源
の
質
や
量
が
、

住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ
り
方
に
直
結
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、
高
齢
化
や
人
口
の
低
密
度
化
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
一
方
で
、
各
種
資
源
が
限
ら
れ
る
中

で
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
的
確
に
応
え
消
防
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
中
核
と
な
る

べ
き
消
防
本
部
の
人
的
資
源
に
つ
い
て
質
を
高
め
、
資
源
的
価
値
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
厳
し
い
環
境
の
下
で
活
動
し
て
い
る
消
防
職
員
が
、
意
欲
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
一
層
の
環

境
整
備
を
図
る
こ
と
も
公
益
に
資
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
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消
防
吏
員
の
年
齢
構
成
比
の
推
移
は
、
図
2
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
常
備
化
の
進
展
等
に
応
じ
て
大
量
に
採
用
さ
れ
た
階
層
が
、

徐
々
に
高
齢
化
し
て
い
く
過
程
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
階
層
の
大
量
退
職
と
な
る
時
期
を
経
て
、
現
在
で
は
、
そ

れ
ら
の
貴
重
な
人
材
が
抜
け
た
あ
と
、
消
防
活
動
を
維
持
強
化
す
る
た
め
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
学
校
等
に
お
け
る
教
育
訓
練
の
充
実
と
と
も
に
、
特
に
火
災
出
動
が
減
少

し
て
い
る
中
で
の
よ
り
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
や
予
防
査
察
等
の
専
門
的
教
育
の
充
実
な
ど
が
、
今
後
一
層
課
題
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
大
規
模
な
消
防
本
部
に
お
い
て
他
団
体
の
消
防
本
部
の
職
員
の
研
修
受
け
入
れ
等
に
よ
り
、
実
践
的
な
研
修
訓
練
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
拡
大
な
ど
、
人
材
育
成
の
充
実
に
向
け
た
様
々
な
取
組
み
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
定
年
退
職
後
の
消
防
職
員
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
住
民
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
住
宅
等
の
建
物
の
防
火
指
導
の
サ
ポ
ー
ト
や
消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
等
へ
の
指
導
な
ど
に
知
見
を
発
揮
し
て
も
ら
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
再
任
用
職
員
で
構
成
さ
れ
る
救
急
隊
を
編
成
し
て
、
昼
間
の
日
勤
時
間
帯
の
隊
員
と
し
て
運
用
す
る
な
ど
、

救
急
需
要
に
応
じ
た
弾
力
的
な
運
用
の
取
組
み
を
始
め
て
い
る
団
体
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
救
急
救
命
士
資
格
を
有
す
る
退
職
隊

員
の
活
用
も
含
め
、
貴
重
な
資
源
の
活
用
と
い
う
視
点
を
さ
ら
に
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
1
）　

消
防
庁
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
消
防
体
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
」（
平
成
二
八
年
二
月
）

（
2
）　

消
防
庁
「
平
成
二
九
年
版
消
防
白
書
」

（
3
）　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
世
帯
数
将
来
推
計
（
平
成
三
〇
年
一
月
）

（
消
防
庁
長
官
）
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